
表   紙	“季節ごとにたくさんの花　冬には光の森プロジェクトも”
1 〜 5	 中小企業景気動向調査の集計結果
	 特別調査	「中小企業の将来を見据えた事業承継について」
　　6	 企業紹介　　「（株）作山工務所」
　　7	 市内の観光歴史めぐり : 銅造阿弥陀如来坐像／向日葵
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“季節ごとにたくさんの花
冬には光の森プロジェクトも”

21世紀の森公園　花の谷
21 世紀の森公園のスポーツゾーンに隣接する

「花の谷」。季節ごとにたくさんの花が咲き誇り、
散策する市民の「癒やしのスポット」にもなって
います。

特に春先に見られる「菜の花」が有名です。ま
た二季咲きの桜で秋から春先にかけて長い間、花
を咲かせる「大阪冬桜」は、純白で八重の花びら
も美しく魅力的です。秋には、色鮮やかで可憐な

「コスモス」が一面に広がり、深まる秋を感じさ
せてくれます。

毎年冬には、特定非営利活動法人いわきイルミ
ネーションプロジェクトチーム主催の「光の森プ
ロジェクト」が「花の谷」エリアにおいて開催さ
れています。今年も 11 月 25 日（土）から 12 月
25 日（月）まで、「光の森にたくさんの笑顔を」
をコンセプトに、色とりどりの LED イルミネー
ションが「花の谷」エリアを彩りました。

花の谷エリアで開
催される「光の森プ
ロジェクト」

四季を通じてたく
さんの花も楽しめる
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ー 1ー

中小企業景気動向調査の集計結果
［調査対象企業数	 400 社］
［回答企業数	 　	397 社］
［回収率	 　99.2%］

業況は全体で改善、先行きについてはわずかながら改善する見通し

概　況

自企業の業況

※ DI（Diffusion Index）値とは
　景気の動きをとらえるための指標であり、良化と回答した企業の割合から、悪化と回答した企業の割合
を減じた数値。「とっかけ」も DI 値を使用しています。
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令和 5 年 7 月～ 9 月期の自企業の業況 DI を前回調査（令和 5 年 4 月～ 6 月期）と比較すると、いわき市全域
で「悪化」超 29.5％と 6.5 ポイント悪化超幅が縮小した。前回調査時の「今期予想」では「悪化」超を 35.0％
とみていたので、予想よりも 5.5 ポイント悪化超幅が縮小した。地域別では、平・内郷方部は「悪化」超 17.7％
と 15.0 ポイント悪化超幅が大幅に縮小、勿来方部も「悪化」超 42.3％と 4.6 ポイント悪化超幅が縮小した。一方、
小名浜、常磐方部は「悪化」33.8％と 1.4 ポイント悪化超幅が拡大した。先行き（令和 5 年 10 月～ 12 月期）は、
いわき市全域で「悪化」超 27.0％と、わずかながら改善が見込まれている。

 製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業 計
景気動向調査回答企業 （先）
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平 ・ 内 郷 方 部

小 名 浜 ・ 常 磐 方 部

勿 来 方 部

合 計

（本店・四倉・豊間・内郷・平窪・好間・中央台支店の地域）

（小名浜・泉・湯本・遠野・鹿島支店の地域）

（植田・錦・勿来・中岡支店の地域）



売上額は、前回調査（令和5年4月～6月期）の「減少」
超 23.4％に対し、今回調査（令和 5 年 7 月～ 9 月期）
では、「減少」超 18.6％と 4.8 ポイント減少超幅が縮
小した。先行き（令和 5 年 10 月～ 12 月期）は、「減少」
超 20.2％と、売上額の減少を見込まれている企業が
わずかに増加している。

製造業は、前回調査（令和5年4月～6月期）の「減少」
超 20.0％に対し、今回調査（令和 5 年 7 月～ 9 月期）
では、「減少」超 17.7％と 2.3 ポイント減少超幅が縮
小した。先行き（令和 5 年 10 月～ 12 月期）は、「減少」
超 22.8％と、受注残の減少を見込まれている企業が
増加している。

建設業は、前回調査（令和5年4月～6月期）の「減少」
超 17.9％に対し、今回調査（令和 5 年 7 月～ 9 月期）
では、「減少」超 1.5％と 16.4 ポイント減少超幅が大
幅に縮小した。

先行き（令和 5 年 10 月～ 12 月期）は、「増加」超 1.5％
と、受注残は増加に転じると見込まれている。

建設業における施工高は、前回調査（令和 5 年 4
月～ 6 月期）の「減少」超 9.0％に対し、今回調査（令
和 5 年 7 月～ 9 月期）では、「減少」超 5.9％と 3.1 ポ
イント減少超幅が縮小した。　

先行き（令和 5 年 10 月～ 12 月期）は、「増加」超
2.9％と、施工高は増加に転じると見込まれている。

 総　　　合

 製　造　業

卸　売　業

小　売　業

サービス業

建　設　業

不 動 産 業

業　種　別 令和5年7月～9月期令和5年4月～6月期 令和5年10月～12月期（予想）

方 　 部 　 別 令和5年4月～6月期 令和5年7月～9月期 令和5年10月～12月期（予想）

いわき市全域

平・内郷方部
（本店・四倉・豊間・内郷・平窪・
好間・中央台支店の地域）

小名浜・常磐方部
（小名浜・泉・湯本・遠野・
鹿島支店の地域）

勿 来 方 部
（植田・錦・勿来・中岡支
店の地域）

▲36.0 ▲29.5（▲35.0） ▲27.0

▲31.3 ▲21.5（▲35.0） ▲26.6

▲40.6 ▲28.1（▲43.8） ▲21.9

▲50.0 ▲41.7（▲49.1） ▲40.9

▲34.6 ▲32.9（▲29.5） ▲32.9

▲22.4 ▲16.2（▲19.4） 　▲1.5

▲20.8 ▲25.0（▲16.7）  ▲20.8

▲36.0 ▲29.5 ▲27.0

▲32.7 ▲17.7 ▲13.3

▲32.4 ▲33.8 ▲32.4

▲46.9 ▲42.3 ▲41.2
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　　売上額の業種別DI の推移
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前回調査（令和 5 年 4 月～ 6 月期）と今回調査（令
和 5 年 7 月～ 9 月期）を業種別にみると、製造業は

「悪化」超 21.5％と悪化超幅が 9.8 ポイント縮小、卸
売業は「悪化」超 28.1％と悪化超幅が 12.5 ポイント
大幅に縮小、小売業は「悪化」超 41.7％と悪化超幅
が 8.3 ポイント縮小、サービス業は「悪化」超 32.9％
と悪化超幅が 1.7 ポイント縮小、建設業も「悪化」超
16.2％と悪化超幅が 6.2 ポイント縮小した。一方、不
動産業は「悪化」超 25.0％と悪化超幅が 4.2 ポイント
拡大した。

先行き（令和 5 年 10 月～ 12 月期）は、サービス
業は今回調査と同数、製造業は悪化超幅が拡大となる
一方、建設業は悪化超幅が大幅に縮小、卸売業、小売
業、不動産業も悪化超幅が縮小することから、業種全
体では「悪化」超 27.0％と、わずかながら改善が見
込まれている。

業種別・地域別業況

不動産業を除く業種で改善が見られ業
種全体では改善。先行きも業種全体で
わずかながら改善する見通し

※▲は「悪化」超

（　）は前回調査時の今期予想［単位 :%］

［単位 :%］

　▲ ▲
 売上額

　▲ ▲
 受注残

　▲ ▲
 施工高

業種別の業況

地域別の業況［方部別の推移］



原材料・仕入れ価格は、業種全体で前回調査（令
和 5 年 4 月～ 6 月期）の「上昇」超 41.4％に対し、
今回調査（令和 5 年 7 月～ 9 月期）では、「上昇」超
40.4％と 1.0 ポイント上昇超幅が縮小した。

先行き（令和 5 年 10 月～ 12 月期）は、業種全体で「上
昇」超 34.6％と原材料・仕入れ価格の上昇を見込ま
れている企業が減少している。

収益は、業種全体で前回調査（令和5年4月～6月期）
の「減少」超 30.5％に対し、今回調査（令和 5 年 7
月～ 9 月期）では、「減少」超 24.7％と 5.8 ポイント
減少超幅が縮小した。

業種別に前回調査（令和 5 年 4 月～ 6 月期）と今
回調査（令和 5 年 7 月～ 9 月期）を比較すると、製
造業、小売業、建設業は減少超幅が縮小、卸売業、サー
ビス業、不動産業は減少超幅が拡大した。

先行き（令和 5 年 10 月～ 12 月期）は、業種全体で「減
少」超 23.2％と、収益の減少を見込まれている企業
がわずかに減少している。

在庫の状況は、業種全体で前回調査（令和 5 年 4
月～ 6 月期）の「不足」超 0.9％に対し、今回調査（令
和 5 年 7 月～ 9 月期）では、「不足」超 2.5％と 1.6 ポ
イント不足超幅が拡大した。

先行き（令和 5 年 10 月～ 12 月期）は、卸業者は
過剰超幅が拡大する一方、製造業は不足超幅が拡大、
建設業は「過剰」超が解消することから、業種全体で

「不足」超 3.5％が見込まれている。
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　　収益の業種別DI の推移

　▲ ▲
 販売・請負価格

　▲ ▲
 収益

　▲ ▲
 在庫

　　販売・請負価格の業種別DI の推移
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販売・請負価格は、業種全体で前回調査（令和 5 年
4 月～ 6 月期）の「上昇」超 15.1％に対し、今回調査

（令和 5 年 7 月～ 9 月期）では、「上昇」超 17.1％と 2.0
ポイント上昇超幅が拡大した。

業種別では、製造業、小売業、サービス業、不動産
業は上降、卸売業、建設業は下降となった。

先行き（令和 5 年 10 月～ 12 月期）は、製造業は
今回と同数、卸売業、建設業、不動産業は上昇、小売
業、サービス業は下降を見込まれていることから業種
全体では「上昇」超 15.4％と販売・請負価格の上昇
を見込まれている企業がわずかに減少している。

　▲ ▲
 原材料・仕入れ価格

　　原材料・仕入れ価格の業種別DI の推移



令 和 5 年 7 月 ～ 9 月 期 令 和 5 年 10 月 ～ 12 月 期
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そ  の  他車        両事務機器機械・更改機械・新増土地・建物 実施しない そ  の  他車        両事務機器機械・更改機械・新増土地・建物 実施しない

- - - -

当面の重点経営施策（経営のポイント）経営上の問題点

設備投資の実施・予定 上段 : 先数
下段 : 比率（%）

売上の停滞・減少

同業者間の競争の激化

原材料高（材料価格の上昇）

人手不足

利幅の縮小

人件費の増加

仕入先からの値上げ要請

大手企業（大型店）との競争の激化

取引先の減少

商店街の集客力の低下

商圏人口の減少

人件費以外の経費の増加

その他

問題なし
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17

－

－

4

4

－

10

10

140 

8

5

9

4

10

－

－

8

－

0

1

－

4

2

51 

経費を節減する

販路を広げる

宣伝・広告を強化する

人材を確保する

情報力を強化する

品揃えを改善（充実）する

技術力を強化する（高める）

提携先を見つける

売れ筋商品を取り扱う

教育訓練を強化する

労働条件を改善する

仕入先を開拓・選別する

その他

特になし

項　　　目
業 種 別

計 不
動
産
業

建
設
業

サ
ー
ビ
ス
業

小
売
業

卸
売
業

製
造
業

合　　　計

（複数回答）（複数回答）

91.2％の企業が「借り入れの予定なし」としている。
また、金融機関からの借り入れ難易度は、「難しい」・

「該当なし」とする企業の割合が前回調査 ( 令和 5 年
4 月～ 6 月期 ) の 88.1％に対し、今回調査（令和 5 年
7 月～ 9 月期）でも、前回調査と同数の 88.1％となり、
借り入れは行わないとする考え方は、依然として変
わっていない。

設備の状況は、9 割の企業 ( 令和 5 年 7 月～ 9 月期
90.1％、令和 5 年 10 月～ 12 月期予想 91.7％）は「適
正」とした。

なお、「適正」以外の回答をみると、今回調査 ( 令
和 5 年 7 月～ 9 月期）でも、全ての業種で「不足」・「や
や不足」とする企業が「過剰」・「やや過剰」とする企
業を上回ったことから、業種全体で「不足」超 8.8％
と前回調査と同様「不足」超の状況となった。

ー 4ー

資金繰りは、依然として全ての業種で「苦しい」超
となっており、業種全体でも「苦しい」超 23.4％となっ
た。

先行き（令和 5 年 10 月～ 12 月期）も、全ての業
種で「苦しい」超としており、業種全体で「苦しい」
超 20.7％と資金繰りが「苦しい」とする企業がわず
かに減小することが見込まれているものの、資金繰り
は、今後も厳しい状況が続くものと思われる。

金融機関からの借り入れ状況は、全体の 90.2％の
企業が「借り入れしない」とした。

今後の借り入れ予定についても、全ての業種で「借
り入れの予定なし」とした企業が「借りれ入の予定
あり」とした企業を大幅に上回っており、全体の

　▲ ▲
 資金繰り

　▲ ▲
 金融機関借り入れ状況

　▲ ▲
 設備の状況
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問 1

問 2

問 3

問 4

問 5

貴社の社長（代表者）の年齢階
層はいずれに属しますか。次の
1～5の中から1つ選んでお答え
ください。また、貴社の後継者
問題について最も当てはまるも
のを6～0の中から1つ選んでお
答えください。

特別調査「中小企業の将来を見据えた事業承継について」

貴社の現時点における事業承継
の考え方について最もあてはま
るものを、次の1～0から1つ選
んでお答えください。

貴社では事業承継を行おうとす
る際に、どのようなことが問題
になると考えられますか。次の
1～0の中から3つ以内で選んで
お答えください。

中小企業が円滑に事業承継を進
めていく上で、信用金庫には何
を期待しますか。信用金庫に対
して期待していること、もしく
は今後期待したいことについ
て、最もあてはまるものを次の
1～0の中から1つ選んでお答え
ください。

近年、中小企業におけるМ＆A
（第三者への事業譲渡）が話題
になっていますが、М＆Aにつ
いてどのような認識を持ってい
ますか。次の1～0の中から3つ
以内で選んでお答えください。

2
3
4
5

子供（娘婿などを含む）に承継
その他の同族者（兄弟、親戚など）に承継

非同族の役員、従業員に承継
非同族の社外人材に承継

M＆A（第三者への事業譲渡）等
忙しくて考える余裕がない

何から手をつけていいかわからない
身近に相談相手がいない

現時点で考えるつもりはない
現在の事業を継続するつもりはない

1

7
6

8
9
0

0 105 30 35252015 40（%）

25.7%25.7%
7.0%7.0%

0.5%0.5%
7.6%7.6%
8.6%8.6%

0.7%0.7%

7.8%7.8%
7.3%7.3%

34.8%34.8%

0.0%

2
3
4
5

6
7
8
9
0

1 20歳代、30歳代
40歳代
50歳代
60歳代

70歳代以上

後継者はすでに決まっている
後継者はいるが、まだ決まっていない

候補者が見当たらない
まだ考えていない

後継者は必要ない（事業譲渡希望、廃業予定など）

0 2010 30 40 50（％）

24.9%24.9%
25.5%25.5%

11.6%11.6%
27.2%27.2%

10.8%10.8%

0 2010 30 40 50（％）

1.5%1.5%
8.6%8.6%

21.4%21.4%
38.0%38.0%

30.5%30.5%

総合397
構成比100%

総合397
構成比100%

❷ 8.6%
❸ 21.4%

⓿ 10.8%

❾ 27.2%

❽ 11.6%

❼ 25.4%

❶ 1.5%

❹ 38.0%

❺ 30.5%

➡

社長年齢階層 

➡

後継者について 
❻ 24.9%

2
3
4
5

事業の将来性
取引先との信頼関係の維持

後継者の力量
候補者の選定

従業員の雇用維持
従業員の理解
譲渡金額

借入金・個人保証の引き継ぎ
個人資産の取り扱い、相続税等の税金対策

特になし

1

7
6

8
9
0

0 105 30 35252015 40（%）

1.3%1.3%
12.5%12.5%

8.0%8.0%
1.0%1.0%

6.5%6.5%
7.1%7.1%

16.8%16.8%
11.5%11.5%

28.6%28.6%

6.7%

2
3
4
5

後継者教育・セミナー等
個別相談

専門家（税理士等）の紹介
事業譲渡先の紹介

事業承継前後の個人保証・担保への対応
早期の事業承継の準備への助言

承継後の事業計画策定への助言等
自社の問題であるため自社で解決

特にない
その他

1

7
6

8
9
0

0 105 30 35252015 40（%）

34.7%34.7%
1.5%1.5%

8.8%8.8%
2.8%2.8%

7.8%7.8%
4.5%4.5%

2.3%2.3%
15.9%15.9%

18.9%18.9%

2.8%

2
3
4
5

事業を最適な先に譲渡できる
従業員の雇用を維持できる
取引関係を維持できる

事業拡大戦略の1つである
乗っ取りなど負のイメージがある

中小企業にはなじまない
従業員の雇用維持に不安がある
専門家の支援が必要なものである

その他
よくわからない

1

7
6

8
9
0

0 105 30 35252015 40（%）

0.2%0.2%
28.5%28.5%

6.3%6.3%
5.4%5.4%

8.9%8.9%
7.0%7.0%

9.8%9.8%
13.5%13.5%

11.9%11.9%

8.5%



㈱作山工務所

↑平

←泉
●
ひまわり信用金庫
小名浜支店

●小名浜諏訪神社
●小名浜支所

●いわき・ら・ら・ミュウ

●アクアマリンふくしま

●イオンモール
　いわき小名浜

作山工務所は、建設業と、建築士事務所として
の設計、工事監理事業の双方を業務の柱に据え、
小名浜地区を中心に、国、県、市の公共工事から、
一般住宅の建築まで幅広く手がける。
戦前から、小名浜港、いわき市沿岸部などの重
要案件を取り扱い、震災後には灯光機材が破損し
た塩屋埼灯台のレンズの仮固定、臨時の機材設置
など、仮点灯のための修復工事を緊急で手がける
など発注先の信頼も厚い。
最近の主な受注案件は、小名浜二中の体育館
工事、いわき東警察署水上派出所工事、小名浜
浄光院の基礎工事を含め、多岐にわたる。
従業員数は6人。うち建築士資格保有者は3人。
作山栄一社長は、「住環境は作った責任、関

わってきた責任がある。何かあったら面倒を見る。
祖父が作った、父が作った、自分が作った建物
を今でもお使いいただいているのはうれしいこと」
と語り、これからも小名浜地区の地域発展のため
全力を尽くす。

代表取締役

作山　栄一

public relat ions
企業紹介 42

㈱ 作山工務所

住 971-8161　いわき市小名浜諏訪町22－19
0246－53－2019
午前8時～午後5時
土、日曜日、祝日

当社は、祖父の作山安太郎が昭和 10 年 3 月に
創業。 同 24 年 9 月に建設業登録。 工務店として
の個人請け負い業務から始め、旧内務省（現国土
交通省）小名浜港事務所の官舎などの仕事を請け
負って以来、今も同省との取引が続いています。
主な業務は官公庁関連の営繕工事。受注の 7割
から6割は官公庁で、国、県、市の小名浜地区の
案件を中心として受注しています。
父の榮が設計事務所を開き、設計も行うようにな

り、工事監理も主要な業務として事業の柱になりま
した。
私は大手建設会社で勤めた後、祖父が亡くなっ

たことを契機に地元に戻り、家業に就きました。小
名浜地区の諸先輩方の薫陶を受けつつ、青年会議
所、消防団などで地域の活動にも従事し、少しでも
お役に立てればと考えて、これまでやってまいりまし
た。
人が住んでいなければ、地元の活性化はない。
仕事がないと人が来ない。
住まいに関わる者として、地方都市のいわき市、
小名浜地区が今後、どうやって発展していくのか見
えない中、皆で一緒になって盛り上げていく。そ
の中で当社とその
事業が一助になれ
ばと考え、これか
らも努力してまいり
ます。
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営

休

☎



発行／ひまわり信用金庫
　　　〒970－8026　いわき市平字二町目10
編集／総務部　総務グループ　TEL.0246－23－8500
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▼『とっかけ』とは　「始める」「取りかかる」という意味の
いわき地方の方言です。この情報を、何かを始めようとする
時のきっかけ、取っかかりにして頂ければ幸いです。

向日葵
c o l u m n

日本銀行福島支店は、2023 年
11 月に公表した 2023 年 10 月

分の福島県金融経済概況で、県内景気は、一部に弱めの動き
がみられるものの、着実に持ち直している。最終需要の動向
をみると、個人消費は、緩やかなペースで着実に回復している。
住宅投資は、減少している。設備投資は、コロナ禍で見送ら
れた投資や能力増強投資がみられており、緩やかに持ち直し
ている。公共投資は、持ち直しの動きに一服感がみられると
公表されております。
一方、当金庫の令和 5年 7月〜 9月期の中小企業景気動向
調査の業況をみると、いわき市全域では、前回調査（令和 5
年 4月〜 6月期）と比較し、業種全体で改善しています。な
お、資金繰りについては、依然として全ての業種で「苦しい」
超となっており、先行きも全ての業種で「苦しい」超となっ
ています。
当金庫は、今後もお客様の様々な課題解決のお手伝いをさ
せていただくため、お客様に寄り添い、積極的にかつ迅速に
取り組んで参ります。

いわき市には、多くの観光歴史名所があります。
「市内の観光歴史めぐり」として、銅造阿弥陀如
来坐像を紹介します。

銅造阿弥陀如来坐像は、光西寺本堂の右手
に安置されており、地域の人々から「御代の大仏」
（みよのだいぶつ）と呼ばれ、親しまれています。
御尊顔は、少し面長で、鼻すじが通り、眼はやさし

く、頬にはかすかな微笑みをたたえ、慈しみがあり
ます。
仏身の高さは2.86ｍあり、台座の部分を含める

と3,63mにも達する大きさです。蓮弁（れんべん）
には、造像の由来、製作者、寄進者の名前が彫り
刻まれています。

宝暦2（1752）年、禅法律師の発願によって喜
捨（きしゃ）がはじめられ、明和2（1765）年、江戸
日本橋の村田治右衛門、上州伊勢崎の竹内荘兵
衛、小名中島の金成六平太などの尽力があり、江
戸神田の御鋳物師木村将監藤原安忠によって制
作され、同4（1767）年8月に完成しました。基
壇（きだん）の工事は、小名浜中町の石工の長瀬
丈右衛門によって行われ、また天保12（1841）年
11月には、平の儀右衛門などにより基壇の修復
工事が施されました。
寄進者は僧俗2,300余人と多数で、地域的に

は現在のいわき市内が一番多く、著名な寺院では
江戸高輪の泉岳寺、信州の善光寺が募金に応じ
ています。
昭和43年12月27日に、いわき市指定有形文

化財（彫刻）に指定されました。

銅造阿弥陀如来坐像

り
市 内 の

めめめぐ光光光

（どうぞうあみだにょらいざぞう）
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（いわき市鹿鳥町御代字寺ノ入44）


